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資料−１．第２次環境基本計画策定の経過と環境審議会からの意見 

 

（１）第２次環境基本計画策定の経過 

 

 １）第１回環境審議会（H23. 5.20） 

    ・第１次環境基本計画の概略説明 

    ・総合計画策定のためのアンケート結果（環境部分）の報告 

    ・第２次計画策定のスケジュールと基本的な考え方 

    ・地球温暖化対策実行計画（区域施策編）について 

 ２）庁内評価作業  （H23. 6～7） 

    ・第 1次環境基本計画の実施状況に関する検証 

 ３）第２回環境審議会（H23. 8. 8） 

    ・庁内評価結果の説明 

    ・町民アンケート内容について 

 ４）アンケート検討会（H23. 8.22） 

    ・各質問項目について文言や質問形式等の検討 

 ５）アンケート調査 （H23. 9.30 郵送、10.17 回収） 

    ・18 歳以上の町民 1,500 名、小学５年生、中学２年生 

 ６）第３回環境審議会（H23.11. 9） 

    ・アンケート結果の報告 

    ・第２次環境基本計画の骨子 

 ７）事業者ヒアリング（H23.11）4 社聞き取り調査 

    ・自然環境やエネルギー等に関する取組状況について 

 ８）勉強会①    （H23.11.15） 

    ・第 1次環境基本計画の 10 年間における実施状況に関する外部評価の議論 

 ９）勉強会②    （H23.11.22） 

    ・第 1次環境基本計画の 10 年間における実施状況に関する外部評価の議論 

 10）勉強会③    （H23.11.30） 

    ・第 1次環境基本計画の 10 年間における実施状況に関する外部評価の議論 

 11）勉強会④    （H23.12. 9） 

    ・第 1次環境基本計画の 10 年間における実施状況に関する外部評価の議論 

 12）勉強会⑤    （H23.12.13） 

    ・第 1次環境基本計画の 10 年間における実施状況に関する外部評価の議論 

 13）第４回環境審議会（H23.12.26） 

    ・第 2次環境基本計画について 

 14）説明会（まちづくり町民講座）（H24.1.23） 

    ・アンケート結果報告、第２次環境基本計画の説明会の開催 

15）縦覧・意見募集（パブリックコメント）（H24.2.7～21） 

    ・出された意見７件（１名）、意見の公表は 2.23 に実施 
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（２）環境審議会において議論された主な意見 

 

第１次環境基本計画の評価が適切に行われず、環境審議会の開催も停滞していたことは大

きな課題です。 

 

環境基本計画の進捗状況としては、進んでいないものも少なくありませんが、取組全体と

しては概ね評価できると思われ、10年前に比べ河川等は綺麗になっていると感じられます。 

 

環境に対する取り組みは永続性が重要であり、行政としてこれまでのようなことがないよ

うに取り組んでください。住民の主体的な行動による評価や、積極的な活動も必要です。 

 

第２次環境基本計画では、努力目標的なものはできるだけ減らし、計画期間内において実

現可能性のあるものとするべきです。 

そのため、ニセコ町で完結できない問題等は本来重要なものでも意図的に触れていないも

のもあります。それらは、原子力発電所の事故・放射能の問題、酸性雨の問題等です。 

 

自然と共生し安全安心で健康な暮らしを続けていくために、第１次計画の理念を引き継ぎ、

今後も水環境を中心テーマにして環境保全を進めると共に、良好な環境を次世代へ伝えて

いくことも大切です。 

そのためには、住民も主体性をもって継続的な活動を進めることが重要であり、水循環が

もたらす自然界と人間社会との関係を体験的に楽しく学べるような機会、実践できる場の

設置が望まれます。 
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資料−２．第 1次環境基本計画の検証結果と第２次環境基本計画への反映 

 

１：水循環を保全する手だての 10 年間の目標と実績に関する検証結果 

（１） 水源地がある流域の森林を保全し、里山の利活用を推進する 

 １）天然林の不伐地域を明確にし、効果的に保全する【森を守る】 
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 ２）森林の管理、育成を進める【森を育てる】 
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 ３）里山の育成と管理を進める【身の回りの緑を大切にする】 
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（２）河川流域の農業用水の循環利用を高め、河川や地下水への汚染負荷を低減する 

  【水循環に調和した生産活動を進める】 

１） 大量の農薬や窒素肥料に依存する農業から有機農業への転換を進め、水系への環

境負荷を軽減する【クリーン農業を進める】 

 

 

 



 58 

２） 家畜尿汚水など畜産廃棄物の河川や地下水への流入を防止する 

【家畜廃棄物を管理する】 

 

 

 

（３）生活空間における健全な水循環を確保する 

 １）合併処理浄化槽などの利用を促進し、観光・農村地域の生活排水による公共用水域 

の水質悪化を防ぐ【生活排水をそのまま流さない】 
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２） 生活排水の汚濁濃度を軽減することにより、下水道処理の負担を低減する 

【公共下水道を利用する】 

 

 

３） 水辺と触れあう親水性のライフスタイルをつくる【水に親しむ仕組みをつくる】 
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（４）河川、湖沼、地下水などにおける自然生態系に依拠した水循環を取り戻す 

１） 河川の水際線の自然地を保全し、生物生態系の維持と、河川水質浄化機能を向上する 

【川の水を守る】 
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３） 野生生物の接近を阻むコンクリートによる三面張りの護岸を見直し、自然に近い改修工法によって、

河川流域の生態系を回復する【川を自然に戻す】 
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４） 河川流域の水と緑が織りなす、ニセコらしい空間と景観を保全する土地利用を進

める 
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２：物質循環型のごみゼロ地域を目指す手だての 10 年間の目標と実績に関する検証結果 

（１）最適消費と再使用（リユース）にもとづく持続可能なライフスタイルへの転換 
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（２）廃棄物分別の細分化による、再生利用（リサイクル）の推進 
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（３）最小廃棄（リデュース）の段階を経て、ゴミゼロを目指す【ごみを減らす】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★①ごみの排出量を減らす
計

画
収集ゴミ量1,151ｔ 2-4

・ごみの有料化を推進する
状

況

・計画と比べると、実績は収集ご

み量が多いので、その背景分析

と対策検討が必要

継

続
2-4-2

計

画
直接搬入ゴミ量920ｔ

継

続
2-4-2

状

況

・直接搬入は事業系ホテル１社

を除き実施していない。この１社

の2006・2007年度データがない

ため、2003年度以降は直接搬入

量を収集量に加えて（含んで）い

る

継

続
2-4-2

計

画
2-4

・グリーン調達の推進
状

況
・廃棄物対策検討委員会より 済 2-4-2

③ごみの不法投棄を防ぐ
計

画
2-4

・不法投棄の調査、回復指導

に努め、適正処理の指導を行

う

状

況

・住民からの通報、環境美化巡

視、クリーン作戦による対応

継

続
2-4-5

・悪質な投棄者に対する厳しい

法的措置

・特に悪質なものについては警

察に通報

継

続
2-4-5

・マニフェストなどによる適正

処理の管理支援
・特段の進捗なし 未 継続 2-4-5

62

63

64

65

②ごみになるようなものは買わな

い

区

分

第1次環境基本計画の目標達成の

手だて
第1次環境基本計画期間（2002

～2011年）の全体概況

実

施

状

況

審議会による検証結果

第２次

環境基

本計画

に継承行政(役場)の行動項目と進捗状況
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（４）生ごみの資源化の推進【生ゴミを土に戻す】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生ゴミの自家堆肥化を進める
計

画
2-4

・生ゴミを自家堆肥化できない

世帯のために集団回収システ

ムを作る

状

況

・ｺﾝﾎﾟｽﾀｰ助成H3～H14　649基

・電気式処理機助成H11～H15

129台

2-4-3

計

画
2-4

・公園などの花樹への施肥あ

るいは土づくりへの還元

状

況
進捗なし 2-4-3

計

画
2-4

・堆肥化方法や関連アイデア

などの情報収集と活用法のPR

など

状

況

・生ごみ収集ラインに乗せるの

が現実的
野生生物対策を表記 2-4-3

計

画
生ごみ堆肥化量913ｔ 2-4

・堆肥センターの稼働によるシ

ステム管理

状

況
・設備面の更新が必要

計

測
2-4-3

・堆肥品質向上のための情報

提供
・製品出荷時の品質検査

継

続
2-4-3

66

67

69

68

②家庭や事業所における生ゴミの

堆肥化と庭先の土づくりへの還元

を進める

★④堆肥センターによる堆肥づくり

を推し進める

③冬の庭先コンポスト化を推進す

る

区

分

第1次環境基本計画の目標達成の

手だて
第1次環境基本計画期間（2002

～2011年）の全体概況

実

施

状

況

審議会による検証結果

第２次

環境基

本計画

に継承行政(役場)の行動項目と進捗状況
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（５）地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を減らす【二酸化炭素の排出を減らす】 
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３：町民参加による計画の進行管理の 10 年間の目標と実績に関する検証結果 

町民と行政のパートナーシップによる、環境基本計画の進行管理 

【町民主体の環境マネジメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水環境のまちニセコ 

第２次ニセコ町環境基本計画 

よい環境を子どもたちに残したい 

■発行 ニセコ町（平成 24 年 3 月） 

 


